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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，日本人のWell-being（幸福度）が相対的に低い原因について，社
会環境による個々人の自由の抑制という観点から検討するものであった。この目的のために，回答・評価傾向の
国による差異を統制した上での日米比較調査研究や，二次データによる国単位での分析を含む複数の研究を実施
した。その結果，過度な規範の厳格さ及び人間関係の流動性の低さといった日本の社会環境が人々の自由な振る
舞いを抑制し，結果的に日本人のWell-beingの低さをもたらす原因となっていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：    This study aims to explain Japanese people’s lower levels of well-being
 in the viewpoint of their lower levels of sense of freedom and the social environment in Japan. For
 this purpose, I conducted several studies including country-level analyses of secondary data (i.e.,
 the World Values Survey data) as well as a cross-national study between Japanese and American 
people with control for the difference in their response- and evaluation-style bias. In conclusion, 
the results showed that Japanese people’s lower levels of well-being can be accounted for by their 
lower levels of sense of freedom that was produced by the Japanese social environment with the 
excessive tightness of social norm and more stable interpersonal relationships.

研究分野： 社会心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまで十分に検討されてこなかった日本人のWell-beingの低さの原因について，日本の社会環境及びそれが
生み出す個人の自由の抑制の観点から，回答・評価傾向をも考慮・統制した精緻な方法で明らかにしたことに
は，学術的に一定の意義があるものと考えている。また，Well-beingの低さの要因が明らかになったことによ
り，その知見を伝播することを通じて，社会一般の人々に日本人の行動傾向及び日本社会における課題を広く知
ってもらうことに繋がることから，本研究課題の成果は将来的な日本人のWell-being向上のための一助になるも
のと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

Well-being の指標として人生満足度を用いた国際比較研究において，日本人の得点は他の先
進諸国の人々と比べて低いことが一貫して報告されてきた (e.g., Diener & Suh, 1999)。その原
因に関して，研究代表者は過去の研究で，「(1)重要な規定因にも拘らず，人々の自由選択の感覚 
(生き方・行動を自由に選択していると考える程度) が低いこと，及び(2)日本の社会環境の一つ
として人間関係の固定化 (人間関係の流動性が低いこと) を取り上げて検討を行った (中里, 
2017)。その一方で，上記の研究では，(1)日本人の自由選択の感覚及び Well-being を低める他
の要因が存在する可能性の検討，並びに(2)回答・評価傾向における日本人と他の先進諸国の人々
との差異の統制が十分とは言えなかった。そのような中，社会の規範の厳格さの程度を扱う概念
として Tightness-Loosenessが注目されており，また，日本は Tightな社会 (規範の厳格さが比
較的高い社会) であると示されていた (Gelfand et al., 2011)。加えて，世界各国における規範の
厳格さと国民のWell-beingは，逆U字曲線の関係にあることも報告されていた (Harrington et 
al., 2015)。以上から，社会環境として過度な規範の厳格さにも着目し，回答・評価傾向の統制
というより精緻な手法を用いて，当該テーマの検討を行う必要性に思い至り，本研究を開始する
こととした。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，日本人の Well-beingが相対的に低い原因について，社会環境による個々人
の自由の抑制という観点から検討するものであった。そして，その要因の一つとして，日本の社
会環境における過度な規範の厳格さが人々の自由を抑制しているという観点に立ち，回答・評価
傾向の統制という精緻な手法をとった上で検討を行うこととした。この目的のために，World 
Values Survey (世界価値観調査) のデータを用いた国単位での二次データ分析，及び日米の社
会人を主たる対象者とした国際比較調査研究を行うこととした。また，国際比較調査研究に先駆
けて，国による回答・評価傾向の差異によるバイアスの統制 (日本人はどのような質問項目も低
めに回答し，どのような肯定的な特性についても低めに自己評価をする可能性を統制すること) 
を精緻に行うことができるように，過去に取得済みのデータを用いて統制手法を検討し確立す
ることも計画した。複数の研究の知見を統合して，日本の社会環境の特徴 (過度な規範の厳格さ) 
が人々の自由選択の感覚を低め，結果的に日本人の Well-beingの低さをもたらす一因となって
いると提案することを目指した。 

 
３．研究の方法 
本研究では複数の国際比較調査を行い，上記目的について検討を行った。 

(1)【研究①】 一定程度の規範の厳格さは社会秩序の観点から人々の Well-being の高さを予測
するものの，厳しくなり過ぎると自由を過度に抑制して悪影響がもたらされるというメカニズ
ムが，国単位の分析で認められるかについて検討を行った。分析には，各国の規範の厳格さの得
点 (Gelfand et al., 2011)，及びWorld Values Survey及び European Values Studyのデータで
の関連変数における各国の平均値を用いた (Gelfand et al. (2011) の調査と同時代の調査時点デ
ータを主として使用)。 
(2)【研究②-A】 後述の国際比較調査研究 (研究②-B) での肯定的評価バイアスの統制に適用す
ることを目的として，過去に取得済みの日米データを用いて，異なる 2 国間の人々における評
価傾向の差異に対する統制手法を確立するための分析を実施した。なお，評価傾向の統制のため
には，Big Five パーソナリティの各特性を好ましい個人的特徴と捉え，全ての特性に対して肯
定的な評価をするかを反映する肯定的評価バイアス因子を抽出した上で，構造方程式モデリン
グにて当該変数を統制するという統計的手法を用いた (cf. Kim et al., 2016)。 
(3)【研究②-B】 日米国際比較調査を行い，日本の社会環境 (過度な規範の厳格さ，及び人間関
係の固定化) が日本人の自由選択の感覚を低め，結果的に Well-being の低さを生んでいるかを
調べた。具体的には，調査会社に委託した上で，日米の社会人それぞれ 500 名を対象としたオ
ンライン調査を実施した。その際，規範の厳格さについては，Gelfand et al. (2011) の尺度を身
近な社会環境用に修正した上で測定した。また，評価傾向の統制には，国際的な研究で頻繁に用
いられるパーソナリティ尺度 (Big Five Inventory; John & Srivastava, 1999) を取り上げ，逆
翻訳を施して日本語版を作成・使用した。 
(4)【関連研究】知見の一般化の観点から関連研究として，高校生 100 名を対象とする質問紙調
査研究，地方在住の社会人・専業主婦の女性 100 名を対象としたオンライン調査研究をそれぞ
れ実施した。自分に対する優しさとWell-beingとの関連性も，社会人 400 名の調査で検討した。 
 
４．研究成果 
各年度に以下の研究を実施し，その成果を学会で報告している (研究番号は方法の箇所のもの
と対応)。 
(1)【研究②-A】2019 年度：研究の開始期として，過去に取得した日米国際比較調査データの再



分析に基づいて，異なる国の人々における評価傾向の差異によるバイアスの統制方法について
検討・確立した。具体的な内容は，肯定的評価バイアス (好ましい特徴が自身に該当すると回答
しやすい傾向) による影響を統制してもなお，日米の人々の Well-being の高低を自由選択の感
覚の差異が説明するというものであった (日本心理学会第 83回大会で報告)。仮説通りの結果が
得られたと言え，今後の主目的の検討をより精緻に行うために，研究②-B の実施に向けて当該
手法を導入することとした。 
 
(2)【研究①】2020~2021 年度：World Values Survey (世界価値観調査) による世界 31か国の
データに基づいた分析を実施した。国単位の分析の結果，「社会における一定程度の規範の厳格
さは社会秩序をもたらすがゆえに人々の Well-beingに好影響を与えるが，閾値を超え過度にな
るほどに自由の抑制に繋がり，結果としてWell-
beingの低下に繋がる」というメカニズムが存在
することが明らかになった。本分析では，先行研
究 (Harrington et al., 2015) 通り，規範の厳格
さとWell-beingとは逆U字の関係性にあること
に加え，それが自由選択の感覚で媒介されるこ
とを新たに実証した。加えて，日本の規範の厳格
さ得点を取り上げて単純傾斜の数式 (Aiken & 
West, 1991) を適用する追加分析の結果，日本社
会における規範の厳格さの高さは，人々の自由
選択の感覚の低さひいては Well-being の低さ
に繋がるような位置にあることも明らかにな
った (九州心理学会第 81回大会で報告)。 
 また，World Values Surveyの最新データ (第 7回調査) の分析を行い，本研究課題の基盤と
なる「重要であるにもかかわらず，自由選択の感覚が低いことが日本人の Well-beingの低さの
主要因である」という過去に実施した分析の結果 (Nakazato et al., 2017; 中里, 2016) を改め
て示した (翌年度に日本パーソナリティ心理学会第 31回大会で報告)。自由選択の感覚の低さの
要因を社会環境の観点から検討すれば，日本人の Well-beingの低さに関わる原因の解明に繋が
り得ると改めて示唆されたため，この再現可能性の検討は一定の意義があったと言える。 
 
(3)【研究②-B】2022~2023 年度：本研究課題の主目的である，日本での過度な規範の厳格さ等
の社会環境が人々の自由選択の感覚を抑制し，結果的に日本人の Well-beingの低さをもたらす
原因となっているかを検討するために，日米の社会人それぞれ 500 名を対象とする国際比較オ
ンライン調査を実施した。米国の人々との比較を基に検討することを念頭に置き，日米比較調査
を実施した。その際，両国間の人々の回答・評価傾向における差異に対する統制手法を適用して，
精緻な分析を行った。また，従来の社会環境要因に加えて規範の厳格さが人々の自由を抑制する
追加効果を有するかを調べるため，研究代表者が過去の研究で取り扱った人間関係の固定化 (身
近な社会環境で人間関係の流動性が低いこと) も同時に分析に投入した。 
分析の結果，回答・評価傾向の国による差異を統制した上でも，人間関係の流動性の低さとい
う日本の社会環境が人々の自由選択の感覚を抑制し，結果的に Well-beingの低さをもたらす原
因となっていることが明らかになった (中国四国心理学会第 79回大会で報告)。その一方で，規
範の厳格さについては，日米間にその程度の差異は認められず，日本社会での過度な規範の厳格
さが自由選択の感覚とWell-beingの低さを説明するという仮説モデルは認められなかった。 
自分の身近な環境における規範の厳格さを取り上げた際には当初仮説通りの結果は認められ
なかったものの，自分のことを肯定的に評価する傾向を統制しても，自由選択の感覚の日米差は
両国の人々の Well-beingの高低を説明することが示された。その上で，日本人の自由選択の感
覚及び Well-beingの低さを，高い関係固定性という日本の社会環境が説明すると示されたこと
には，一定の意義があるものと考えられる。 
 
(4)【関連研究】その他，本研究課題の関連研究を実施した。第一に，高校生 100 名を対象とす
る調査研究を実施し，当該データでも，自由選択の感覚と Well-beingとの関連性，及び人間関
係が固定化された環境が自由の抑制と Well-being の低下をもたらすということが認められた 
(九州心理学会第 80回大会で報告)。第二に，九州地方一県の社会人・主婦の女性 100 名から取
得したデータにおいても，研究課題の基盤となる部分である自由選択の感覚と Well-beingとの
間の強い関連性が認められると示された (中国四国心理学会第 78回大会で報告)。また，自分に
対する優しさとWell-beingとの関連性について，社会人 400 名対象のオンライン調査で検討し
た。その結果，自身の選好に応じた自由な振る舞いと同様に，自分のことを重んじる傾向は共通
して Well-being の説明要因であることが示された (日本心理学会第 87 回大会で報告)。研究代
表者の従来の研究では，都市圏及び成人の回答者の割合が多いという点が限界として指摘され
得る。そのような中，本研究の主たる知見が地方在住の人々や学校教育現場における若年層の
人々にも適用可能だと示されたことは，一般化の観点から，その意義は小さくないものと考える。 
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Fig 1. 規範の厳格さがWell-beingを予測する過程 
注) 値は全て 99% CIに基づき有意。 



(5) 【本研究課題の意義と今後の展望】 
本研究課題で得られた知見をまとめると，日本での過度な規範の厳格さ及び人間関係の流動
性の低さといった社会環境が人々の自由選択の感覚を抑制し，結果的に日本人の Well-beingの
低さをもたらす要因となっている可能性が示された。これまで十分に検討されてこなかった日
本人の Well-beingの低さの原因について，日本の社会環境及びそれが生み出す個人の自由の抑
制の観点から，回答・評価傾向をも考慮・統制した精緻な方法で明らかにしたことには，学術的
に一定の意義があるものと考えている。経済的に共に裕福な洋の東西の国の人々 (e.g., 日米) 
の Well-beingの高低の原因については，我が国の内外においてもこれまで十分な検討がなされ
ていない。現在，個々の研究成果をまとめて国際誌での公表を目指している英語論文が受理され
ることが前提ではあるが，洋の東西の先進国における Well-beingの高低は評価傾向・回答傾向
の差異のみによって説明されるものではなく，特定の社会環境及びそれによって生み出される
個々人の行動傾向によるものであると解明したことは，国際的な Well-being研究の進展に一定
の貢献をするものだと考えている。また社会的な意義にも目を向けると，知見の伝播を行ってい
くことで，日本社会及び日本人における Well-beingに係る課題を知ってもらうことに繋がり，
本研究の知見は将来的な日本人のWell-being向上のための一助となるものと考えられる。 
続いて，本研究における限界として，主に日米間の調査に基づいた検討に留まったことが挙げ
られる。当初計画では，韓国も含んだ日米韓の調査を構想していたが，調査費高騰により実現で
きなかった。今後は，日米のみならず，他の東洋及び西洋の国の人々にも本研究の知見が適用可
能か検討することが必要である。また，日本の社会環境における過度な規範の厳格さが自由選択
の感覚及び Well-beingの低さを予測することに関して，国単位の分析では仮説通りの結果が得
られたものの，身近な環境を想起させた上での日米比較では，その効果が認められなかったこと
が挙げられる (現在までの分析では，二次曲線や三次曲線の関係性も認められず)。国単位での
分析では認められた本研究の結果をさらに発展させるために，今後は，周囲の環境における規範
の厳格さの程度を測定するにあたり，尺度の改良や第三者による客観的な評定の実施を行った
り，単に規範が厳しいことのみならず必要とは言い難い規範が確立されていないかという観点
から検討を行ったりする必要があると考えられる。その一方で，日本人の Well-beingの低さに
関わる要因がより明確になったことで，それをどのように改善して行くのかという新たな科研
研究課題に繋がったことも，本研究の大きな貢献であると考えられる。今後は，個人の自由を支
えるような人間関係のあり方の観点から，日本人の Well-beingの向上策を検討することを計画
している。 
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